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﹇
紀
要
『
能
楽
研
究
』
第
四
十
一
号
の
発
行
﹈
２
０
１
７
年
３
月
３１
日
付
で
、
研
究
所
紀
要
『
能
楽
研
究
』
第
４１
号
を
発
行
し
た
。
Ａ
５
版
２４２
頁
。
内
容
は
次
の
通
り
。
語
り
と
セ
リ
フ
が
混
交
す
る
と
き
―
世
阿
弥
の
神
能
と
修
羅
能
を
考
え
る
―
竹
内
晶
子
玉
屋
謡
本
の
研
究（
三
）
―
新
出
の
古
活
字
玉
屋
謡
本
伝
本
の
紹
介
―
伊
海
孝
充
国
語
教
科
書
と
能
楽（
続
）
佐
藤
和
道
【
拠
点
企
画：
紀
州
獅
子
の
復
元
】
『
御
世
話
筋
秘
曲
』
の
解
読
と
復
元
の
記
録
山
中
玲
子
「
御
家
石
橋
」
の
成
立
と
相
伝
の
経
緯
宮
本
圭
造
研
究
展
望（
平
成
２５
年
）
江
口
文
恵
表
き
よ
し
高
橋
悠
介
伊
海
孝
充
宮
本
圭
造
石
井
倫
子
山
中
玲
子
小
林
健
二
豊
島
正
之
竹
内
晶
子
能
界
展
望（
平
成
２６
年
）
中
司
由
起
子
能
楽
研
究
所
彙
報（
平
成
２７
年
度
）
「
笑
い
は
国
境
を
越
え
る
」
解
説
ヒ
ー
ブ
ル
・
オ
ン
ジ
ェ
イ
『
秋
田
城
介
型
付
』
索
引
秋
田
城
介
型
付
研
究
会
編
N
oh
and
G
reek
T
ragedy
M
ae
Sm
ethurst
﹇
第
三
十
八
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
﹈
第
三
十
八
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
の
受
賞
者
に
、
２
０
１
６
年
１２
月
１
日（
木
）に
開
か
れ
た
選
考
委
員
会（
委
員
は
、
松
本
雍
・
み
な
も
と
ご
ろ
う
・
西
野
春
雄
・
観
世
銕
之
丞
・
増
田
正
人
〔
法
政
大
学
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
〕・
廣
瀬
克
哉
〔
法
政
大
学
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
〕・
山
中
玲
子
・
宮
本
圭
造
）の
推
薦
に
基
づ
い
て
岡
本
章
氏
と
松
田
弘
之
氏
の
２
名
が
選
ば
れ
、
１２
月
７
日
付
で
田
中
優
子
総
長
名
義
の
通
知
を
各
方
面
に
発
送
し
た
。
贈
呈
理
由
と
受
賞
者
の
経
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
能
楽
研
究
所
彙
報（
二
〇
一
六
年
四
月
〜
二
〇
一
七
年
三
月
）
151
〔
受
賞
者
〕
岡
本
章（
お
か
も
と
あ
き
ら
）氏
〔
贈
呈
理
由
〕
鍊
肉
工
房
の
主
宰
・
芸
術
監
督
と
し
て
数
多
く
の
舞
台
作
品
を
発
表
し
て
き
た
氏
は
、
能
の
肉
体
鍛
錬
法
を
取
り
入
れ
た
独
自
の
演
技
メ
ソ
ッ
ド
を
確
立
し
、
言
葉
と
身
体
の
関
係
を
問
い
直
す
斬
新
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
能
の
最
も
本
質
的
な
精
神
を
体
現
す
る
演
劇
活
動
を
長
年
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
。
特
に
２
０
１
４
年
の
現
代
能
「
始
皇
帝
」、
２
０
１
５
年
の
決
定
版
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
」
は
そ
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
見
事
な
成
果
で
あ
る
。
〔
主
な
経
歴
〕
演
出
家
。
鍊
肉
工
房
主
宰
・
芸
術
監
督
。
明
治
学
院
大
学
文
学
部
芸
術
学
科
教
授
。
１
９
４
９
年
奈
良
生
ま
れ
。
１
９
７
２
年
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
演
劇
専
修
卒
業
。
大
学
在
学
中
に
能
楽
サ
ー
ク
ル
観
世
会
、
学
生
劇
団
自
由
舞
台
に
所
属
。
１
９
７
１
年
、
自
由
舞
台
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
鍊
肉
工
房
を
結
成
す
る
。
観
世
寿
夫
の
能
に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
演
劇
観
に
深
い
影
響
を
受
け
る
。
初
期
よ
り
現
代
演
劇
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
活
動
を
展
開
し
、
多
様
な
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
と
の
共
同
作
業
を
積
極
的
に
行
う
。
特
に
伝
統
と
現
代
を
結
び
、
能
を
現
代
演
劇
に
活
か
す
作
業
を
持
続
的
に
追
求
し
、
１
９
８
９
年
よ
り
「
現
代
能
楽
集
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
現
在
ま
で
１３
作
品
を
上
演
し
活
躍
す
る
。
主
な
演
出
作
品
に
、「
須
磨
の
女
と
も
だ
ち
へ
」（
１
９
７
４
年
）、「
水
の
声
」（
１
９
９
０
年
）、
現
代
能
「
無
」（
１
９
９
８
年
）、
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
マ
シ
ー
ン
」（
１
９
９
８
年
）、「
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
」
（
２
０
１
３
年
）、
現
代
能
「
始
皇
帝
」（
２
０
１
４
年
）な
ど
が
あ
る
。
ま
た
海
外
公
演
で
は
、
１
９
９
８
年
イ
タ
リ
ア
、
２
０
０
０
年
韓
国
、
２
０
１
２
年
ル
ー
マ
ニ
ア
、
モ
ル
ド
バ
の
国
際
演
劇
祭
に
招
聘
さ
れ
て
い
る
。
著
書
に
、
編
著
『
鍊
肉
工
房
・
ハ
ム
レ
ッ
ト
マ
シ
ー
ン
全
記
録
』（
論
創
社
、
２
０
０
３
年
）、『
大
野
一
雄
・
舞
踏
と
生
命
』（
思
潮
社
、
２
０
１
２
年
）、
共
編
著
『
武
智
鉄
二
伝
統
と
前
衛
』（
作
品
社
、
２
０
１
２
年
）が
あ
る
。
〔
受
賞
者
〕
松
田
弘
之（
ま
つ
だ
ひ
ろ
ゆ
き
）氏
〔
贈
呈
理
由
〕
東
京
の
森
田
流
笛
方
を
代
表
す
る
一
人
と
し
て
活
躍
す
る
氏
は
、
師
匠
で
あ
っ
た
故
田
中
一
次
の
感
性
の
鋭
さ
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
り
研
鑽
を
重
ね
、
独
自
の
芸
域
を
切
り
開
い
て
き
た
。
情
緒
豊
か
で
美
し
い
旋
律
に
よ
っ
て
戯
曲
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
く
氏
の
演
奏
は
、
古
典
・
新
作
を
問
わ
ず
、
多
く
の
優
れ
た
舞
台
成
果
に
寄
与
し
て
い
る
。
〔
主
な
経
歴
〕
森
田
流
笛
方
。
１
９
５
３
年
生
ま
れ
。
故
田
中
一
次
な
ら
び
に
故
森
田
光
春
に
師
事
。
国
立
音
楽
大
学
卒
業
。
初
舞
台
は
２５
才
で
舞
囃
子〈
安
宅
〉、
初
能
は
２７
才
で〈
経
正
〉。
１
９
８
１
年
に〈
翁
〉、
１
９
８
４
年
に〈
石
橋
〉、
１
９
８
６
年
に〈
道
成
寺
〉〈
猩
々
乱
〉、
１
９
９
３
年
に〈
清
経
恋
之
音
取
〉を
披
く
。
既
に〈
鷺
〉や〈
卒
都
婆
小
町
・
鸚
鵡
小
町
・
姨
捨
・
檜
垣
〉等
の
大
曲
・
秘
曲
も
披
演
し
、
東
京
の
森
田
流
の
代
表
的
演
者
と
し
て
活
躍
。「
伽
羅
沙
」「
空
海
」「
長
崎
の
聖
母
」
等
の
新
作
能
、「
ま
ち
が
い
の
狂
言
」「
楢
山
節
考
」
等
の
新
作
狂
言
、「
渇
水
龍
女
」「
綾
鼓
」
等
の
復
曲
能
な
ど
に
も
数
多
く
参
加
し
、
豊
か
な
音
楽
的
感
性
を
発
揮
し
て
き
た
。
坪
井
美
香
と
の
共
演
「
蜘
蛛
の
糸
／
杜
子
春
」「
島
焼
け
」
を
は
じ
め
、
語
り
、
地
唄
舞
、
現
代
舞
踊
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、『
平
家
物
語
』
の
平
敦
盛
を
題
152
材
と
し
た
音
楽
作
品
「
小
枝（
さ
え
だ
）」（
琵
琶
奏
者
・
岩
佐
鶴
丈
と
共
作
）、
バ
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
「
ア
ク
テ
オ
ン
」
へ
の
参
加
な
ど
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
共
演
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
中
国
・
韓
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
南
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
世
界
各
地
で
の
公
演
へ
の
参
加
も
多
数
。
国
立
能
楽
堂
養
成
課
講
師
。
日
本
能
楽
会
会
員（
２
０
０
１
年
よ
り
）。
な
お
贈
呈
式
は
、
２
０
１
７
年
１
月
２５
日（
水
）午
後
６
時
半
よ
り
、
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
で
開
か
れ
た
。
受
賞
者
を
は
じ
め
、
選
考
委
員
、
法
政
大
学
関
係
者
、
能
楽
関
係
者
ら
６０
名
の
出
席
の
も
と
に
、
田
中
優
子
総
長
か
ら
賞
状
と
賞
金（
各
３０
万
円
）が
贈
ら
れ
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
移
っ
て
歓
談
の
後
、
午
後
８
時
半
過
ぎ
に
散
会
し
た
。
﹇
第
二
十
七
回
催
花
賞
﹈
〔
受
賞
者
〕
該
当
者
な
し
﹇
研
究
・
調
査
活
動
﹈
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
二
〇
一
三
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
の
認
定
を
受
け
て
開
始
し
た
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
も
四
年
目
に
入
り
、
テ
ー
マ
設
定
型
共
同
研
究
４
種（
①
能
楽
研
究
所
所
蔵
資
料
に
基
づ
く
文
献
学
的
・
国
語
学
的
研
究
、
②
江
戸
時
代
の
能
楽
に
つ
い
て
の
学
際
的
研
究
、
③
能
楽
の
演
出
・
技
法
に
関
す
る
研
究
、
④
国
際
的
視
野
に
基
づ
く
新
た
な
方
法
論
構
築
の
た
め
の
能
楽
研
究
）お
よ
び
公
募
型
共
同
研
究
３
件（
①
越
前
松
平
家
伝
来
能
装
束
の
学
際
的
研
究
、
②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
謡
の
メ
ロ
デ
ィ
に
関
す
る
客
観
的
な
分
析
基
盤
の
確
立
、
③
長
唄
に
お
け
る
謡
の
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
）が
順
調
に
活
動
を
進
め
た
。
本
年
度
の
主
な
活
動
成
果
は
以
下
の
と
お
り
。
こ
の
他
、
各
チ
ー
ム
の
研
究
進
捗
状
況
等
の
詳
細
は
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
、
拠
点
の
活
動
報
告
で
あ
るJournal
を
参
照
さ
れ
た
い
。
●
英
語
版
能
楽
全
書
作
成
の
た
め
の
国
際
研
究
集
会
７
月
２８
日（
木
）〜
３０
日（
土
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
２６
階
・
会
議
室
Ａ
●
能
楽
学
会
例
会
共
催
７
月
１
日（
金
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
１９
階
・
研
究
所
会
議
室
４
「
作
品
研
究〈
籠
祇
王
〉―
元
雅
作
と
し
て
の
位
置
づ
け
―
」
深
澤
希
望（
法
政
大
学
大
学
院
）
９
月
３０
日（
金
）
於：
法
政
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
２５
階
・
会
議
室
Ｂ
「
幕
末
期
大
蔵
流
台
本
「
悪
太
郎
」
の
実
態
と
声
に
よ
る
復
元
」
発
表
者：
小
林
千
草（
東
海
大
学
元
教
授
）
復
元
実
演
者：
山
本
則
重
・
山
本
則
秀（
大
蔵
流
狂
言
師
）
●
作
品
研
究
セ
ミ
ナ
ー
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
作
の
能
・
世
阿
弥
153 能楽研究所彙報
の
能
」・
研
究
発
表
会
９
月
１１
日（
日
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
２６
階
・
会
議
室
Ａ
午
前
の
部
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
作
の
能
・
世
阿
弥
の
能
」
「
古
作
能
の
類
型
―
地
獄
劇
と
影
向
劇
の
系
譜
―
」（
求
塚
他
）
宮
本
圭
造（
法
政
大
学
）
「
詞
章
の
隙
間
か
ら
古
層
を
さ
ぐ
る
試
み
」（
綾
鼓
・
通
小
町
・
通
盛
・
松
風
他
）
山
中
玲
子（
法
政
大
学
）
「
夢
幻
能
史
を
読
み
直
す
視
点
」（
通
小
町
・
求
塚
・
井
筒
・
修
羅
能
他
）
西
村
聡（
金
沢
大
学
）
午
後
の
部
第
Ｉ
部
午
前
の
部
を
踏
ま
え
た
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
第
Ⅱ
部
研
究
発
表
「
能
の
本
説
と
し
て
の
関
東
」
鵜
澤
瑞
希（
東
京
大
学
大
学
院
）
「〈
野
宮
〉の
「
車
」
と
「
月
」
を
め
ぐ
っ
て
」
倉
持
長
子（
聖
心
女
子
大
学
）
「
能《
敦
盛
》論
」
中
野
顕
正（
東
京
大
学
大
学
院
）
「〈
鵜
飼
〉考
」
深
澤
希
望（
法
政
大
学
大
学
院
）
「〈
逢
坂
物
狂
〉の
シ
テ
に
つ
い
て
」
中
司
由
起
子（
法
政
大
学
）
質
疑
応
答
●
第
１９
回
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
能
を
め
ぐ
る
学
際
研
究
」
１０
月
８
日（
土
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
２６
階
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
謡
の
分
析
」
伊
藤
克
亘（
法
政
大
学
）
「
伝
統
芸
能（
文
楽
＋
能
）の
匠
の
技
を
応
用
す
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
」
中
川
志
信（
大
阪
芸
術
大
学
）
「
歴
史
工
学
か
ら
解
読
す
る
能
―
弘
化
勧
進
能
絵
巻
の
復
元
」
高
村
雅
彦（
法
政
大
学
）
全
体
討
議
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー：
御
法
川
学（
法
政
大
学
）
・
横
山
太
郎（
跡
見
学
園
女
子
大
学
）
●
研
究
集
会
「
国
語
学
か
ら
見
た
能
楽
伝
書
」
１０
月
１６
日（
日
）
於：
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
２６
階
・
会
議
室
Ａ
「
能
楽
伝
書
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
読
む
」豊
島
正
之（
上
智
大
学
）
「
江
戸
の
音
声
記
述
と
能
楽
伝
書
と
の
関
係
」
高
山
知
明（
金
沢
大
学
）
「
謡
曲
の
音
声
―
現
代
と
室
町
期
」
坂
本
清
恵（
日
本
女
子
大
学
）
コ
メ
ン
ト
白
井
純（
信
州
大
学
）・
岸
本
恵
実（
京
都
府
立
大
学
）
竹
村
明
日
香（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
『Journal
』
６
号
の
刊
行
能
楽
研
究
叢
書
６
『
近
代
日
本
と
能
楽
』
の
刊
行
宮
本
圭
造（
法
政
大
学
）編
。
２
０
１
３
年
１０
〜
１１
月
開
催
の
第
１７
回
154
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
近
代
日
本
と
能
楽
」
の
報
告
集
。
基
調
講
演
・
登
壇
者
の
論
文
・
特
別
寄
稿
論
文
を
所
収
す
る
。
近
代
の
能
楽
史
を
総
合
的
に
と
ら
え
た
一
冊
。
能
楽
研
究
叢
書
７
『
金
春
家
文
書
の
世
界
』
の
刊
行
宮
本
圭
造（
法
政
大
学
）編
。
２
０
１
４
年
９
月
１５
日
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
春
家
文
書
の
世
界
―
文
書
が
語
る
金
春
家
の
歩
み
―
」
の
報
告
集
。
金
春
安
明
氏
の
巻
頭
言
と
登
壇
者
の
論
文
を
所
収
す
る
。
能
楽
研
究
所
般
若
窟
文
庫
、
金
春
家
に
伝
来
す
る
文
書
に
つ
い
て
の
論
文
集
。﹇
教
育
・
普
及
活
動
﹈
●
茂
山
家
×
な
ご
み
狂
言
会
チ
ェ
コ
東
京
公
演
「
笑
い
は
国
境
を
越
え
る
」（
７
月
２７
日
）
矢
来
能
楽
堂
に
て
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
主
催
で
「
な
ご
み
狂
言
会
チ
ェ
コ
」
の
公
演
を
開
催
。
ヒ
ー
ブ
ル
・
オ
ン
ジ
ェ
イ
氏
が
主
宰
す
る
同
会
は
狂
言
の
規
範
・
技
法
を
重
ん
じ
、
東
欧
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
７００
回
以
上
も
の
公
演
実
績
を
有
す
る
団
体
で
あ
る
。
チ
ェ
コ
語
に
よ
っ
て
狂
言
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
活
動
が
高
い
評
価
を
得
て
、
２
０
１
５
年
度
の
第
２６
回
催
花
賞
を
受
賞
。
公
演
は
中
欧
能
楽
文
化
協
会
を
は
じ
め
学
内
外
の
有
志
の
方
々
の
寄
付
も
頂
戴
し
て
の
開
催
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
コ
語
と
日
本
語
の
二
カ
国
語
に
よ
る
「
濯
ぎ
川
」、
チ
ェ
コ
語
の
「
呼
声
」、
日
本
語
の
「
蝸
牛
」
の
三
演
目
を
上
演
。
参
加
者
１９０
名
。
挨
拶
山
中
玲
子（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
長
）
解
説
ヒ
ー
ブ
ル
・
オ
ン
ジ
ェ
イ（
な
ご
み
狂
言
会
チ
ェ
コ
主
宰
）
「
濯
ぎ
川
」
夫：
ド
ス
タ
ー
レ
ク
・
イ
ゴ
ル
、
妻：
茂
山
宗
彦
、
姑：
ホ
ヴ
ァ
ネ
ツ
・
ミ
ハ
ル
「
呼
声
」
太
郎
冠
者：
パ
ヴ
チ
ー
ク
・
ト
マ
ー
シ
ュ
、
次
郎
冠
者：
シ
ュ
メ
レ
ク
・
カ
レ
ル
、
主：
ヒ
ー
ブ
ル
・
オ
ン
ジ
ェ
イ
「
蝸
牛
」
山
伏：
茂
山
宗
彦
、
主：
茂
山
七
五
三
、
太
郎
冠
者：
茂
山
逸
平
●
第
１９
回
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
能
を
め
ぐ
る
学
際
研
究
」（
１０
月
８
日
）
「
能
を
め
ぐ
る
学
際
研
究
」
と
題
し
、
能
楽
を
研
究
の
素
材
と
し
た
理
工
系
の
研
究
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
山
中
玲
子（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
長
）よ
り
、
能
楽
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
諸
要
素（
謡
・
舞
・
面
装
束
舞
台
等
）を
科
学
の
対
象
と
し
て
、
客
観
的
に
扱
う
研
究
の
必
要
性
と
、
能
の
伝
統
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
知
恵
や
美
意
識
が
、
最
先
端
の
技
術
や
研
究
と
相
互
に
影
響
し
、
大
き
な
成
果
に
繋
が
る
可
能
性
を
提
言
。
題
目
に
つ
い
て
は
﹇
研
究
・
調
査
活
動
﹈
の
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。
﹇
所
員
の
活
動
﹈
山
中
玲
子
La
conscience
qui
relie
un
geste
à
l’autre:
le
nô
et
le
concept
de
m
a
（
所
作
と
所
作
を
つ
な
ぐ
意
識
―
能
楽
と
「
間
」）
M
agaliB
ugune
翻
訳
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“M
A
E
T
A
ID
A
（
間
と
あ
い
だ
）”
Phillipe
Picquier
２８
年
１１
月
「『
御
世
話
筋
秘
曲
』
の
解
読
と
復
元
の
記
録
」
『
能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
「
研
究
展
望（
平
成
２５
年
作
品
研
究
）」
石
井
倫
子
と
分
担
執
筆
『
能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
「
世
阿
弥
―
詩
人
は
最
高
の
教
師
で
も
あ
っ
た
」
松
尾
葦
江
編
『
と
も
に
読
む
古
典
中
世
文
学
編
』
笠
間
書
院
２９
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
・
対
談
等
﹈
「
能
楽
研
究
と
『
源
氏
物
語
』」
能
楽
学
会
第
１５
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
源
氏
物
語
』
と
能
―
享
受
と
創
成
―
」
於：
早
稲
田
大
学
２８
年
５
月
１４
日
「
文
学
の
う
ま
れ
る〈
と
こ
ろ
〉」
司
会
中
世
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
於：
大
妻
女
子
大
学
２８
年
５
月
２８
・
２９
日
“Q
uick
introduction
to
N
oh
theatre”
Lecture
to
Y
ale
N
U
S
freshm
en
於：
法
政
大
学
２８
年
９
月
２６
日
“A
n
introduction
to
N
oh
theatre”
法
政
大
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズfor
大
和
ス
カ
ラ
ー
於：
法
政
大
学
２８
年
１０
月
１８
日
「
能
楽
対
談
５８３
回
憧
れ
を
持
っ
て
亀
井
広
忠
・
山
中
玲
子
」
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
７７９
号
２９
年
２
月
﹇
そ
の
他
﹈
N
H
K
Japanology
Plus
“N
oh
T
heater”
解
説
・
撮
影
協
力２９
年
１
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
古
典
芸
能
へ
の
招
待
「
厳
島
観
月
能
・
紀
州
徳
川
家
版

石
橋
」
副
音
声
解
説
２９
年
１
月
２９
日
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
東
京
「
芝
能
」
解
説
於：
東
京
都
庭
園
美
術
館
２９
年
３
月
２４
・
２５
日
「
芝
能
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
解
説
２９
年
３
月
宮
本
圭
造
「
伏
見
稲
荷
大
社
御
旅
所
の
能
舞
台
」
『
伏
見
稲
荷
大
社
稲
荷
祭
』
２８
年
４
月
「
神
仏
分
離
と
南
都
両
神
事
能
」
『
国
立
能
楽
堂
』
３９３
号
２８
年
４
月
「
徳
川
家
康
の
政
治
戦
略
と
能
」
『
観
世
』
８３
巻
５
号
〜
８４
巻
３
号
２８
年
５
月
〜
２９
年
３
月
「
能
と
天
災
地
災
」
『
銕
仙
』
６５９
号
２８
年
６
月
『
世
阿
弥
に
学
び
、
世
阿
弥
を
学
ぶ
』（
共
著
）
大
阪
大
学
出
版
会
２８
年
７
月
「
レ
ン
ズ
が
と
ら
え
た
能
楽
史
⑭
」
『
能
と
狂
言
』
１４
号
２８
年
９
月
「
能
狂
言
解
題
」
『
日
本
文
学
全
集
』
第
１０
巻
河
出
書
房
新
社
２８
年
１０
月
「「
能
絵
鑑
狩
野
春
湖
筆
」
解
説
」
『
能
絵
鑑
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
２９
年
１
月
「
新
・
古
能
面
展
Ⅶ
石
川
県
の
神
社
に
伝
わ
る
古
面
と
能
装
束
」
図
録
解
説
金
沢
能
楽
美
術
館
２９
年
１
月
「
観
世
座
と
伊
賀
」
『
紫
明
』
４０
号
２９
年
３
月
「
研
究
展
望（
平
成
２５
年
能
楽
史
研
究
）」『能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
「「
御
家
石
橋
」
の
成
立
と
相
伝
の
経
緯
」
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『
能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
能
楽
研
究
叢
書
６
『
近
代
日
本
と
能
楽
』（
編
著
）
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
２９
年
３
月
能
楽
研
究
叢
書
７
『
金
春
家
文
書
の
世
界
―
文
書
が
語
る
金
春
家
の
歩
み
』（
編
著
）
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
２９
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
公
開
講
座
「
能
「
江
島
」
の
魅
力
を
探
る
」
於：
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
２８
年
４
〜
５
月
「
金
春
家
の
本
面
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」
能
楽
学
会
第
１５
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
於：
早
稲
田
大
学
２８
年
５
月
「
写
本
か
ら
版
本
へ
―
光
悦
謡
本
―
」於：
武
蔵
野
美
術
大
学
２８
年
７
月
基
調
講
演
「
大
和
猿
楽
と
春
日
大
社
―
神
と
仏
の
芸
能
史
―
」
春
日
大
社
第
六
十
次
式
年
造
替
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
於：
奈
良
県
新
公
会
堂
２８
年
８
月
「
芝
居
小
屋
で
演
じ
ら
れ
た
能
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
文
化
拠
点
と
し
て
の
八
千
代
座
」
於：
熊
本
大
学
２８
年
９
月
「
能
楽
と
檜
垣
本
猿
楽
」
大
淀
町
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
於：
大
淀
町
文
化
会
館
２８
年
９
月
公
開
講
座
「
能
「
松
風
」
の
魅
力
を
探
る
」
於：
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
２８
年
９
〜
１０
月
公
開
研
究
会
「
伝
統
と
現
代
を
つ
な
ぐ
も
の
―
民
俗
芸
能
と
古
典
芸
能
―
」
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
於：
神
戸
女
子
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
２８
年
１１
月
「
能
の
舞
台
と
演
技
」
能
＋
１
於：
宝
生
能
楽
堂
２８
年
１１
月
「
加
賀
・
能
登
の
能
面
と
そ
の
文
化
圏
」
於：
金
沢
能
楽
美
術
館
２９
年
２
月
「
徳
川
家
宣
と
能
絵
鑑
」
国
立
能
楽
堂
公
開
講
座
於：
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
２９
年
２
月
「H
ow
to
reconstruct
the
N
oh
theatre
in
the
late
16
th
centuries
」
国
際
シ
ン
ポ
ウ
ム
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
宣
教
に
伴
う
演
劇
の
言
語
」
於：
上
智
大
学
２９
年
３
月
公
開
講
座
「
能
「
百
万
」「
恋
重
荷
」
の
魅
力
を
探
る
」
於：
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
２９
年
３
月
表
き
よ
し
「
世
阿
弥
か
ら
信
光
へ（
前
編
）―
世
阿
弥
後
の
能
楽
界
―
」
『
観
世
』
８３
巻
４
号
２８
年
４
月
「
世
阿
弥
か
ら
信
光
へ（
後
編
）―
戦
乱
の
時
代
と
観
世
信
光
の
活
躍
―
」
『
観
世
』
８３
巻
５
号
２８
年
５
月
「
研
究
展
望（
平
成
２５
年
資
料
研
究
）」『
能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
オ
フ
ィ
ス
し
み
か
ん
講
座
「
金
春
禅
竹
を
読
む（
禅
竹
の
生
涯
）」
於：
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
２８
年
９
月
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オ
フ
ィ
ス
し
み
か
ん
講
座
「
金
春
禅
竹
を
読
む（
歌
舞
髄
脳
記
①
）」
於：
秋
月
ホ
ー
ル
２８
年
１２
月
オ
フ
ィ
ス
し
み
か
ん
講
座
「
金
春
禅
竹
を
読
む（
歌
舞
髄
脳
記
②
）」
於：
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
２９
年
２
月
逗
子
市
能
楽
事
前
講
座
「
安
達
原
の
魅
力
」
於：
逗
子
市
文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
２９
年
２
月
小
林
健
二
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
狂
言
絵
』
を
読
む
」
『
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
』
第
４３
号
２８
年
５
月
「
研
究
十
二
月
往
来
３４５
狂
言
「
早
漆
」
の
変
遷
―
絵
画
資
料
を
手
懸
か
り
に
」
『
銕
仙
』
６６２
号
２８
年
１０
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
「
リ
チ
ャ
ー
ド
ー
レ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
鉢
か
づ
き
』」
日
本
古
典
籍
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ホ
ノ
ル
ル
２
０
１
７（W
orkshop
on
Japanese
old
and
rare
books
in
H
N
L
2017
）
於：
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
２９
年
２
月
１７
日
﹇
解
説
文
﹈
「
宇
和
島
伊
達
家
の
『
能
絵
鑑
』
と
『
指
面
』」
平
成
二
十
八
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示
図
録
『
宇
和
島
伊
達
家
の
能
楽
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
２８
年
１０
月
「「
能
絵
鑑
」
三
種
と
そ
の
位
相
」
平
成
二
十
八
年
度
国
立
能
楽
堂
企
画
展
示
図
録
『
能
絵
の
世
界
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
２９
年
１
月
﹇
そ
の
他
﹈
平
成
２８
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示
「
宇
和
島
伊
達
家
の
能
楽
」
監
修
於：
国
立
能
楽
堂
２８
年
１０
月
５
日
〜
１２
月
７
日
平
成
２８
年
度
国
立
能
楽
堂
企
画
展
示
「
能
絵
の
世
界
」
監
修
於：
国
立
能
楽
堂
２９
年
１
月
４
日
〜
３
月
１７
日
石
井
倫
子
「
歌
人
忠
度
の
変
貌
」
『
国
立
劇
場
９
月
文
楽
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
２８
年
９
月
「
研
究
展
望（
平
成
２５
年
作
品
研
究
）」
山
中
玲
子
と
分
担
執
筆
『
能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
「【
報
告
】
附
属
中
学
校
能
楽
鑑
賞
会
事
前
講
座
に
お
け
る
試
み
―
附
属
出
身
学
生
と
の
協
働
に
よ
る
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び
の
成
果
―
」
『
教
科
教
育
法
に
関
す
る
研
究
』
１
日
本
女
子
大
学
２９
年
３
月
「
人
間
だ
も
の
、
夫
婦
だ
も
の
―
狂
言〈
鎌
腹
〉―
」
松
尾
葦
江
編
『
と
も
に
読
む
古
典
中
世
文
学
編
』
笠
間
書
院
２９
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
第
２１
回
世
阿
弥
忌
セ
ミ
ナ
ー
「
金
春
禅
鳳
の
文
化
的
背
景
―
伝
書
と
作
品
か
ら
―
」
於：
奈
良
国
立
博
物
館
講
堂
２８
年
８
月
８
日
第
９
回
燦
ノ
会
「
山
姥
の
思
想
と
信
仰
」
於：
喜
多
六
平
太
記
念
能
楽
堂
２８
年
１０
月
９
日
能
楽
鑑
賞
会
事
前
講
座
「〈
敦
盛
〉を
読
む
」
於：
日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校
２９
年
１
月
１６
日
第
４
回
初
中
等
学
校
に
お
け
る
古
典
教
育
研
究
会
「
古
典
と
現
代
を
つ
158
な
ぐ
―
自
主
ゼ
ミ
活
動
と
二
次
創
作
の
試
み
―
」
於：
日
本
女
子
大
学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
２９
年
３
月
１５
日
豊
島
正
之
「
キ
リ
シ
タ
ン
文
典
に
見
え
る
「
語
根
」
に
就
て
」
『
国
語
と
国
文
学
』
９３
巻
６
号
２８
年
６
月
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
ロ
ー
マ
字
本
「
言
葉
の
和
ら
げ
」
の
文
脈
依
存
性
に
就
て
」
『
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』
５０
２９
年
１
月
「
活
字
印
刷
の
選
択
―
キ
リ
シ
タ
ン
版
を
例
と
し
て
―
」
『
東
洋
学
報
』（
東
洋
文
庫
和
文
論
叢
）
９８
―
４
２９
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
「
能
楽
伝
書
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
読
む
」
研
究
集
会
「
国
語
学
か
ら
見
た
能
楽
伝
書
」（
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
於：
法
政
大
学
２８
年
１０
月
１６
日
「Languages
of
theatre
in
the
C
hristian
M
ission
in
Japan
」
International
Sym
posium
on
Languages
of
T
heatre
in
the
C
hristian
M
issin
in
Japan
於：
上
智
大
学
２９
年
３
月
９
日
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
文
典
の
「suposto
」（suppositum
）は
、
果
た
し
て
「
思
弁
文
法
」
か
ら
の
借
用
か
」
第
６
回
キ
リ
シ
タ
ン
語
学
研
究
会
於：
慶
応
大
学
２９
年
３
月
２２
日
伊
海
孝
充
『
伏
木
曽
我
謡
本
』
檜
書
店
２８
年
１１
月
「
能
の
敵
討
ち
物
に
お
け
る
「
本
望
」」
『
銕
仙
』
６６６
号
２９
年
１
月
「
玉
屋
謡
本
の
研
究（
三
）―
新
出
の
古
活
字
玉
屋
謡
本
伝
本
の
紹
介
―
」
『
能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
「
研
究
展
望（
平
成
２５
年
狂
言
研
究
）」『
能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
第
６
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
能
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
解
説
２８
年
１１
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
天
籟
能
「
真
田
」
解
説
於：
国
立
能
楽
堂
２８
年
８
月
第
６
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
能
「
伏
木
曽
我
」
解
説
於：
平
塚
市
中
央
公
民
館
２８
年
１１
月
第
１２
回
い
せ
さ
き
能
「
高
砂
」
解
説
於：
伊
勢
崎
市
境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２９
年
１
月
タ
イ
国
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
大
学
院
講
義
２８
年
１１
月
江
口
文
恵
観
世
文
庫
の
文
書
９４
『
天
保
三
年
日
記
』
『
観
世
』
８４
巻
１
号
２９
年
１
月
「『
葛
巻
昌
興
日
記
』
所
引
能
楽
記
事
稿（
貞
享
三
年
正
月
二
月
三
月
分
）」（
共
著
）
『
演
劇
研
究
』
４０
号
２９
年
３
月
「
研
究
展
望（
平
成
２５
年
単
行
本
）」
『
能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
「『
秋
田
城
介
型
付
』
索
引
」（
共
著
）『
能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
「
大
徳
寺
文
書
中
の
能
役
者
の
記
録
」
能
楽
学
会
大
会
於：
早
稲
田
大
学
２８
年
５
月
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中
司
由
起
子
「
観
世
文
庫
の
文
書
９６
文
政
八
年
書
上
」『観
世
』
８４
巻
３
号
２９
年
３
月
「
能
界
展
望（
平
成
２６
年
）」
『
能
楽
研
究
』
４１
号
２９
年
３
月
﹇
講
演
・
研
究
発
表
等
﹈
「『
秋
田
城
介
型
付
』
に
お
け
る
相
伝
の
実
態
」
能
楽
学
会
大
会
発
表
於：
早
稲
田
大
学
２８
年
６
月
「
伝
統
芸
能
シ
リ
ー
ズ
能
へ
の
誘
い
」
首
都
大
学
東
京
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
於：
首
都
大
学
東
京
２９
年
２
月
・
３
月
﹇
解
説
文
、
翻
訳
﹈
多
言
語
字
幕
シ
ス
テ
ム
「
能
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
２８
年
４
月
〜
２９
年
３
月
「
国
立
能
楽
堂
公
演
番
組
」
『
国
立
能
楽
堂
』
２８
年
４
月
〜
２９
年
３
月
高
橋
悠
介
「
伝
白
雲
慧
暁
撰
『
由
迷
能
起
』
に
つ
い
て
」
天
野
文
雄
監
修
『
禅
か
ら
み
た
日
本
中
世
の
文
化
と
社
会
』
ぺ
り
か
ん
社
２８
年
７
月
「
称
名
寺
の
神
祇
書
形
成
の
一
端
」
福
島
金
治
編
『
生
活
と
文
化
の
歴
史
学
９
巻
学
芸
と
文
芸
』
竹
林
舎
２８
年
８
月
「
密
教
聖
教
の
か
た
ち
―
装
訂
・
符
牒
を
よ
む
」
『
書
物
学
』
８
勉
誠
出
版
２８
年
８
月
「
能
の
亡
霊
と
魂
魄
」
『
能
と
狂
言
』
１４
号
２８
年
９
月
「
伝
憲
深
編
『
灌
頂
印
明
口
決
』
と
空
観
房
如
実
」
『
斯
道
文
庫
論
集
』
５１
号
２９
年
２
月
「
金
春
禅
竹
の
信
仰
圏
と
翁
論
―
『
明
宿
集
』
を
中
心
に
」
能
楽
研
究
叢
書
７
『
金
春
家
文
書
の
世
界
―
文
書
が
語
る
金
春
家
の
歩
み
』
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
２９
年
３
月
﹇
講
座
・
研
究
発
表
・
対
談
等
﹈
「
能
楽
対
談
５７４
回
「
時
代
を
見
据
え
て
―
―
谷
本
健
吾
・
坂
口
貴
信
・
川
口
晃
平
」
聞
き
手
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
７６９
号
２８
年
４
月
荒
磯
能
事
前
講
座〈
菊
慈
童
・
桜
川
・
鉄
輪
〉
於：
梅
若
能
楽
学
院
会
館
２８
年
５
月
１９
日
「
律
院
と
聖
徳
太
子
伝
」
説
話
文
学
会
大
会
於：
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
北
館
３
階
大
会
議
室
２８
年
６
月
２５
日
荒
磯
能
事
前
講
座〈
清
経
・
船
弁
慶
〉
於：
梅
若
能
楽
学
院
会
館
２８
年
９
月
８
日
「
仏
教
典
籍
に
み
る
中
世
都
市
鎌
倉
の
寺
院
」
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
・
県
博
セ
ミ
ナ
ー
「
文
献
か
ら
読
み
解
く
中
世
都
市
鎌
倉
」
連
続
講
座
於：
宇
徳
ビ
ル
８
階
会
議
室
２９
年
２
月
１８
日
﹇
蔵
書
の
出
品
・
掲
載
﹈
①
檜
書
店
発
行
『
観
世
』
平
成
２８
年
５
月
号
に
掲
載
の
表
き
よ
し
氏
の
論
文
『
世
阿
弥
か
ら
信
光
へ（
後
編
）』
に
『
四
座
役
者
目
録
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
②
檜
書
店
発
行
『
観
世
』
平
成
２８
年
５
月
号
に
掲
載
の
宮
本
圭
造
氏
の
論
文
『
徳
川
家
康
の
政
治
戦
略
と
能
』
に
『
文
禄
禁
中
御
能
組
』、
160
『
能
之
留
帳
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
③
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
高
生
向
け
教
育
番
組
『10
m
in.
ボ
ッ
ク
ス
国
語
／
古
文
・
漢
文
』「
狂
言
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
動
画
配
信
に
『
天
正
狂
言
本
』
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
６
年
４
月
中
旬
〜
２
０
１
７
年
３
月
末
日
）
④
檜
書
店
発
行
『
観
世
』
平
成
２８
年
８
月
号
に
掲
載
の
堀
川
貴
司
氏
の
論
文
『
五
山
文
学
に
お
け
る
画
賛
』
に
『
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
画
像
』、『
寛
永
十
八
年
林
道
春
奥
書
観
世
小
次
郎
信
光
画
像
讃
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑤
偕
成
社
発
行
の
中
村
雅
之
氏
著
『
日
本
の
伝
統
芸
能
を
楽
し
む：
能
・
狂
言
』
に
『
寺
子
屋
小
謡
図
版
画
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
（
２
０
１
７
年
４
月
刊
行
）
⑥
国
立
能
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
示
『
宇
和
島
伊
達
家
の
能
楽
』
の
展
示
パ
ネ
ル
お
よ
び
展
示
図
録
に
掲
載
の
小
林
健
二
氏
の
論
文
「
宇
和
島
伊
達
家
伝
来
の
『
能
絵
鑑
』
と
『
指
面
』」
に
『
能
御
絵
鑑
』「
高
砂
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
６
年
１０
月
５
日
〜
１２
月
７
日
）
⑦
茶
道
之
研
究
社
発
行
『
茶
道
の
研
究
』
平
成
２８
年
１２
月
号（
通
巻
７３３
号
）に
『
光
悦
謡
本
』（
上
製
本
）「
景
清
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑧
放
送
大
学
授
業
番
組
『
舞
台
芸
術
の
魅
力
』「
第
１１
回
日
本
の
伝
統
芸
能
―
能
―
」（
担
当
講
師：
古
井
戸
秀
夫
東
京
大
学
教
授
）に
『
二
曲
三
体
人
形
図
』「
力
動
風
」「
砕
動
風
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。
⑨
檜
書
店
発
行
の
梅
若
万
三
郎
氏
監
修
『
伏
木
曽
我
復
曲
』
に
『
妙
佐
本
仕
舞
付
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
６
年
１１
月
刊
行
）
⑩
芸
能
史
研
究
会
発
行
『
藝
能
史
研
究
』
２１６
号
に
掲
載
の
王
冬
蘭
氏
著
「
森
川
荘
吉
と
大
連
能
楽
殿
・
水
道
橋
能
楽
堂
」
に
『
昭
和
十
二
年
大
連
能
楽
殿
祝
賀
記
念
能
番
組
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
（
２
０
１
７
年
１
月
刊
行
）
⑪
国
立
能
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
能
絵
の
世
界
」
に
『
能
御
絵
鑑
』
の
貸
出
を
許
可
し
た
。
ま
た
展
示
パ
ネ
ル
お
よ
び
展
覧
会
図
録
に
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。（
会
期：
２
０
１
７
年
１
月
４
日
〜
３
月
１７
日
）
⑫
武
蔵
野
大
学
発
行
『
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
２８
号
に
掲
載
の
『
近
代
に
お
け
る
能
楽
の
伝
授
と
受
容
―
免
状
に
み
る
梅
若
家
と
素
人
弟
子
』「
謡
本
か
ら
見
た
梅
若
家
と
観
世
喜
之
家
―
近
代
観
世
流
の
節
付
改
革
」（
高
橋
葉
子
氏
執
筆
）に
『
二
曲
三
体
人
形
図
』「
女
舞
図
」「
軍
体
図
」「
力
動
風
図
」「
天
女
舞
図
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
７
年
３
月
刊
行
）
⑬
吹
田
歴
史
文
化
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
浜
屋
敷
」
で
開
催
さ
れ
た
『
第
十
二
回
能
楽
囃
子
の
世
界
』
の
広
報
物
に
『
二
曲
三
体
人
形
図
』「
女
舞
図
」「
軍
体
図
」「
力
動
風
図
」「
天
女
舞
図
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑭
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「『
今
様
』
―
昔
と
今
を
つ
な
ぐ
」
に
『
光
悦
謡
本
』（
上
製
本
）「
山
姥
」「
紅
葉
狩
」
「
う
と
ふ
」、『
光
悦
謡
本
』（
色
替
り
本
）「
清
経
」
の
貸
出
を
許
可
し
た
。
ま
た
展
示
パ
ネ
ル
お
よ
び
展
覧
会
図
録
に
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。（
２
０
１
７
年
４
月
５
日
〜
５
月
２１
日
）
⑮
檜
書
店
発
行
『
観
世
』
平
成
２９
年
３
月
号
に
掲
載
の
宮
本
圭
造
氏
著
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「
徳
川
家
康
の
政
治
戦
略
と
能
」
に
『
四
座
役
者
目
録
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑯
鶴
岡
八
幡
宮
発
行
『
悠
久
』
１４９
号
に
掲
載
の
岡
田
三
津
子
氏
著
「
四
爪
鉄
錨
が
生
ん
だ
謡
曲《
碇
潜
》」
に
『
大
本
仕
舞
付
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。
﹇
雑
報
﹈
◇
星
野
勉
氏
が
兼
担
所
員
を
退
任
星
野
勉
氏（
文
学
部
教
授
）が
２
０
１
６
年
３
月
３１
日
付
で
兼
担
所
員
を
退
任
し
た
。
◇
阿
部
真
弓
氏
が
兼
担
所
員
を
退
任
阿
部
真
弓
氏（
文
学
部
教
授
）が
２
０
１
６
年
３
月
３１
日
付
で
兼
担
所
員
を
退
任
し
た
。
◇
岩
月
正
見
氏
が
兼
担
所
員
を
退
任
岩
月
正
見
氏（
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
）が
２
０
１
６
年
３
月
３１
日
付
で
兼
担
所
員
を
退
任
し
た
。
◇
林
容
市
氏
が
兼
担
所
員
に
就
任
林
容
市
氏（
文
学
部
専
任
講
師
）が
２
０
１
６
年
４
月
１
日
付
で
兼
担
所
員
に
就
任
し
た
。
◇
客
員
研
究
員
の
委
嘱
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点（
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
）公
募
型
共
同
研
究
課
題
採
択
者
お
よ
び
研
究
分
担
者
に
対
し
て
、
規
程
に
基
づ
き
客
員
研
究
員
を
委
嘱
し
た
。
長
崎
巌（
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
教
授
）
門
脇
幸
恵（
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
国
立
演
芸
場
部
主
任
）
坂
本
清
恵（
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）
高
桑
い
づ
み（
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
特
任
研
究
員
）
配
川
美
加（
日
本
女
子
大
学
文
学
部
学
術
研
究
員
）
星
野
厚
子（
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
客
員
研
究
員
）
伊
藤
克
亘（
法
政
大
学
情
報
科
学
部
教
授
）
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
カ
ロ
・
レ
ペ
ッ
ト（
ポ
ン
ペ
ウ
フ
ァ
ブ
ラ
大
学（
ス
ペ
イ
ン
）情
報
通
信
学
部
研
究
員
）
以
上
、
任
期
２
０
１
６
年
７
月
４
日
〜
２
０
１
７
年
３
月
３１
日
◇
国
内
研
修
員
の
受
入
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授
の
横
山
太
郎
氏
を
国
内
研
修
員
と
し
て
受
け
入
れ
た（
受
入
期
間：
２
０
１
６
年
４
月
１
日
〜
２
０
１
７
年
３
月
３１
日
）。
氏
の
研
究
課
題
は
「
２０
世
紀
能
楽
の
身
体
に
つ
い
て
の
学
際
的
研
究
」。
◇
研
究
補
助
員（
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
関
係
）の
採
用
２
０
１
６
年
４
月
１
日
付
で
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
研
究
活
動
の
遂
行
に
あ
た
る
た
め
の
研
究
補
助
者
と
し
て
能
楽
研
究
所
兼
任
所
員
の
中
司
由
起
子
氏
を
、
ま
た
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
人
文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
在
籍
の
深
澤
希
望
氏
を
引
き
続
き
採
用
し
た
。
◇
専
任
職
員
の
異
動
渡
部
英
司
氏
が
２
０
１
６
年
度
４
月
１
日
付
で
施
設
部
環
境
施
設
課
162
に
異
動
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
日
付
で
西
條
勝
江
氏（
図
書
館
事
務
部
総
務
課
）が
能
楽
研
究
所
事
務
担
当
と
な
っ
た
。
◇
事
務
嘱
託
職
員（
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
関
係
）の
退
職
松
浦
奈
緒
氏
が
２
０
１
７
年
１
月
３１
日
付
で
退
職
し
た
。
◇
臨
時
職
員
の
採
用
２
０
１
５
年
度
に
引
き
続
き
、
２
０
１
６
年
４
月
１
日
付
で
臨
時
職
員
と
し
て
、
力
丸
彩
子
氏
を
採
用
し
た
。
◇
臨
時
職
員（
夜
間
閲
覧
業
務
）の
退
職
藤
井
月
菜
氏
が
２
０
１
６
年
３
月
３１
日
付
で
退
職
し
た
。
◇
臨
時
職
員（
夜
間
閲
覧
業
務
）の
採
用
２
０
１
６
年
４
月
１
日
付
で
深
澤
希
望
氏
を
採
用
し
た
。
﹇
２
０
１
６
年
度
の
所
員
名
と
関
連
委
員
名
﹈
◎
所
員
所
長
・
専
任
所
員
教
授
山
中
玲
子
専
任
所
員
教
授
宮
本
圭
造
兼
担
所
員
文
学
部
准
教
授
伊
海
孝
充
兼
担
所
員
文
学
部
専
任
講
師
林
容
市
兼
担
所
員
国
際
文
化
学
部
教
授
鈴
木
靖
兼
担
所
員
国
際
文
化
学
部
教
授
竹
内
晶
子
兼
担
所
員
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
高
村
雅
彦
兼
任
所
員
国
士
舘
大
学
教
授
表
き
よ
し
兼
任
所
員
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
小
林
健
二
兼
任
所
員
日
本
女
子
大
学
教
授
石
井
倫
子
兼
任
所
員
上
智
大
学
教
授
豊
島
正
之
兼
任
所
員
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
高
橋
悠
介
兼
任
所
員
中
司
由
起
子
兼
任
所
員
江
口
文
恵
事
務
西
條
勝
江
事
務
松
浦
奈
緒
事
務
力
丸
彩
子
◎
運
営
委
員
議
長
所
長
山
中
玲
子
委
員
専
任
所
員
宮
本
圭
造
委
員
文
学
部
教
授
星
野
勉
委
員
文
学
部
教
授
阿
部
真
弓
委
員
兼
担
所
員
伊
海
孝
充
委
員
兼
担
所
員
鈴
木
靖
委
員
兼
担
所
員
竹
内
晶
子
委
員
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
岩
月
正
見
委
員
兼
担
所
員
高
村
雅
彦
◎
法
政
大
学
能
楽
振
興
基
金
委
員
委
員
長
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
増
田
正
人
委
員
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
廣
瀬
克
哉
委
員
写
真
家
服
部
冬
樹
委
員
法
政
大
学
名
誉
教
授
西
野
春
雄
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委員
能
楽
研
究
者
羽
田
昶
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
◎
法
政
大
学
能
楽
賞
委
員
委
員
長
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
増
田
正
人
委
員
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
廣
瀬
克
哉
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
◎
法
政
大
学
能
楽
賞
選
考
委
員
委
員
長
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
増
田
正
人
委
員
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
廣
瀬
克
哉
委
員
能
楽
評
論
家
松
本
雍
委
員
日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
み
な
も
と
ご
ろ
う
委
員
法
政
大
学
名
誉
教
授
西
野
春
雄
委
員
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
観
世
銕
之
丞
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
◎
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
運
営
委
員
委
員
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
増
田
正
人
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
委
員
文
学
部
教
授
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
委
員
国
際
文
化
学
部
教
授
竹
内
晶
子
委
員
経
営
学
部
教
授
坂
上
学
委
員
山
口
県
立
大
学
教
授
稲
田
秀
雄
委
員
成
城
大
学
教
授
大
谷
節
子
委
員
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
観
世
喜
正
委
員
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
佐
藤
禎
一
委
員
早
稲
田
大
学
教
授
竹
本
幹
夫
委
員
明
治
学
院
大
学
教
授
ワ
ト
ソ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
◎
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
公
募
型
共
同
研
究
課
題
専
門
委
員
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
委
員
国
際
文
化
学
部
教
授
竹
内
晶
子
委
員
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
観
世
喜
正
委
員
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
小
林
健
二
委
員
金
沢
大
学
教
授
西
村
聡
委
員
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
特
任
研
究
員
高
桑
い
づ
み
〔
受
贈
図
書
〕
☆
単
行
本
〔
受
入
順
。
＊
印
は
寄
贈
者
。
書
名
・
著
者
・
発
行
年
・
発
行
者
の
順
。
著
者
お
よ
び
編
者
が
発
行
し
て
い
る
場
合
は
、
164
発
行
者
は
省
略
。〕
『T
he
G
uide
to
N
oh
of
the
N
ationalN
oh
T
heatre
4
Play
Sum
m
aries
of
the
T
raditionalR
epertory
（Sh
〜T
ok
）』
R
ichard
E
m
m
ert
平
２８
＊
国
立
能
楽
堂
『
松
江
市
史
』
松
江
市
史
編
集
委
員
会
編
平
２８
＊
松
江
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
史
料
編
纂
室
『
高
松
松
平
家
歴
史
資
料
目
録
Ⅳ
能
面
能
楽
器
』
＊
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
平
２８
『T
H
E
A
T
R
E
Y
E
A
R
-B
O
O
K
2016
T
heatre
in
Japan
日
本
の
舞
台
芸
術
を
知
る
』
＊
国
際
演
劇
協
会（IT
I/U
N
E
SC
O
）日
本
セ
ン
タ
ー
編
平
２８
『T
H
E
A
T
R
E
Y
E
A
R
-B
O
O
K
2016
T
heatre
A
broad
世
界
の
舞
台
芸
術
を
知
る
』
＊
国
際
演
劇
協
会（IT
I/U
N
E
SC
O
）日
本
セ
ン
タ
ー
編
平
２８
『
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
そ
の
７
演
劇
と
世
界
―
日
本
と
世
界
の
出
会
い
を
め
ぐ
っ
て
』
＊
国
際
演
劇
協
会（IT
I/U
N
E
SC
O
）日
本
セ
ン
タ
ー
編
平
２８
『
柳
川
文
化
資
料
集
成
第
一
集
―
２
井
上
文
雄
判
柳
河
藩
歌
合
集
』
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
２８
＊
柳
川
市
『
日
本
音
楽
史
料
叢
刊
１
陽
明
文
庫
蔵
舞
絵
〔
舞
楽
散
楽
図
〕・
法
隆
寺
旧
蔵
揩
鼓
』
＊
上
野
学
園
大
学
音
楽
史
研
究
所
編
平
２８
思
文
閣
出
版
『
柳
川
古
文
書
館
史
料
目
録
第
２４
集
購
入
文
書
目
録
・
Ⅰ
』
＊
柳
川
古
文
書
館
編
平
成
２６
『
柳
川
古
文
書
館
史
料
目
録
第
２６
集
立
花
帯
刀
家
文
書
目
録
』
＊
柳
川
古
文
書
館
編
平
成
２８
『
復
曲
能
「
鐵
門
」
謡
本
」
西
野
春
雄
監
修
平
成
２８
＊
京
都
観
世
会
『Storia
del
teatro
giapponese:
D
all’O
ttocento
al
D
uem
ila
』
＊B
onaventura
R
uperti,2016,M
arsilio
『Storia
del
teatro
giapponese:
D
alle
origini
all’O
ttocento
』
＊B
onaventura
R
uperti,2015,M
arsilio
『M
utam
enti
dei
linguaggi
nella
scena
contem
poranea
in
G
iappone
』
＊B
onaventura
R
uperti,2014,C
afoscarina
『B
uddhism
and
the
transform
ation
ofold
age
in
m
edieval
Japan
』＊E
dw
ard
R
.D
rott,2016,U
niversity
of
H
aw
ai‘iPress
『
対
訳
で
た
の
し
む
俊
寛
』
竹
本
幹
夫
著
平
成
２８
＊
檜
書
店
『
復
曲
能
「
宍
戸
」』
＊
山
中
一
馬
総
合
監
修
平
成
２８
『
世
阿
弥
を
学
び
、
世
阿
弥
に
学
ぶ
』
大
槻
文
蔵
監
修
天
野
文
雄
編
＊
大
阪
大
学
出
版
会
平
成
２８
『
大
阪
藝
談
』
食
満
南
北
著
＊
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
編
平
成
２８
『
風
姿
花
伝
』
世
阿
弥
著
天
野
文
雄
監
修
＊
王
冬
蘭
訳
平
成
２８
吉
林
出
版
集
団
有
限
責
任
公
司
『
加
賀
藩
研
究
を
切
り
拓
く
長
山
直
治
氏
追
悼
論
集
』
長
山
直
治
氏
追
悼
集
刊
行
委
員
会
著
平
成
２８
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桂
書
房
＊
西
村
聡
『
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
７
嵯
峨
本
方
丈
記
』
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
平
成
２８
勉
誠
出
版
＊
小
秋
元
段
『
伊
賀
市
史
第
二
巻
通
史
編
近
世
』
＊
伊
賀
市
編
平
成
２８
『
幕
末
期
狂
言
台
本
の
総
合
的
研
究
大
蔵
流
台
本
編
』
＊
小
林
千
草
著
平
成
２８
清
文
堂
出
版
『
霊
と
現
身
日
本
映
画
に
お
け
る
対
立
の
美
学
』
ツ
ヴ
ィ
カ
・
セ
ル
ペ
ル
著
平
成
２８
＊
森
話
社
『
日
本
芸
術
文
化
振
興
会（
国
立
劇
場
）
５０
年
の
歩
み
』
国
立
劇
場
営
業
部
営
業
課
編
集
企
画
室
５０
周
年
史
編
纂
グ
ル
ー
プ
編
平
成
２８
＊
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
『
謡
を
楽
し
む
文
化：
京
都
の
謡
の
風
景
』
藤
田
隆
則
・
高
橋
葉
子
・
丹
羽
幸
江
共
著
平
成
２８
＊
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
『
能
・
狂
言
映
像
史
研
究
序
説：
啓
蒙
・
教
育
映
画
「N
oh
D
ram
a
」
「
狂
言
」
を
中
心
に
公
益
信
託
稲
生
雅
治
・
惠
子
能
楽
振
興
基
金
研
究
成
果
報
告
書
』
＊
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
編
平
成
２８
『
宇
和
島
伊
達
家
の
能
楽
平
成
二
十
八
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示
』
＊
国
立
能
楽
堂
事
業
推
進
課
調
査
資
料
係
編
平
成
２８
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
『
尼
門
跡
寺
院
の
世
界
皇
女
た
ち
の
信
仰
と
御
所
文
化
』
中
世
日
本
研
究
所
﹇
ほ
か
﹈
編
平
成
２１
産
経
新
聞
社
＊
山
中
玲
子
『
能
面
を
科
学
す
る
世
界
の
仮
面
と
演
劇
』
＊
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
編
平
成
２８
勉
誠
出
版
『
文
学
海
を
渡
る
「
越
境
と
変
容
」
の
新
展
開
』
岩
津
航
佐
藤
文
彦
杉
山
欣
也
鈴
木
暁
高
田
茂
樹
＊
西
村
聡
著
平
成
２８
三
弥
井
書
店
『
能
絵
鑑
』
＊
国
立
能
楽
堂
事
業
推
進
課
調
査
資
料
係
編
平
成
２９
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
『Learning
to
K
neel:
N
oh,
M
odernism
,
and
Journeys
in
T
eaching
』
＊C
arrie
J.Preston,
2016,C
olum
bia
U
niversity
Press
『
野
﨑
家
塩
業
歴
史
館
の
能
面
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
塩
田
王
の
雅
び
心
』
山
内
麻
衣
子
編
平
成
２７
＊
金
沢
能
楽
美
術
館
『
お
ん
祭
と
春
日
信
仰
の
美
術
威
儀
物
―
神
前
か
ざ
り
―
』
＊
奈
良
国
立
博
物
館
編
平
成
２６
仏
教
美
術
協
会
『
お
ん
祭
と
春
日
信
仰
の
美
術
御
旅
所
』
＊
奈
良
国
立
博
物
館
編
平
成
２７
仏
教
美
術
協
会
『
お
ん
祭
と
春
日
信
仰
の
美
術
奈
良
奉
行
所
の
か
か
わ
り
』
＊
奈
良
国
立
博
物
館
編
平
成
２８
仏
教
美
術
協
会
『
言
語
文
化
の
越
境
、
接
触
に
よ
る
変
容
と
普
遍
性
に
関
す
る
比
較
研
究
』
＊
西
村
聡
編
平
成
２９
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
人
文
学
類
『
日
本
の
伝
統
芸
能
を
楽
し
む
能
・
狂
言
』
中
村
雅
之
著
平
成
２９
＊
偕
成
社
『
詞
章
「
高
安
」』
166
西
野
春
雄
監
修
平
成
２９
高
安
ル
ー
ツ
の
能
実
行
委
員
会
＊
高
安
未
来
継
承
事
業
推
進
協
議
会
☆
雑
誌
・
紀
要
な
ど
〔
特
記
し
た
以
外
は
発
行
所
か
ら
の
寄
贈
誌
名
・
号
数
・
発
行
年
・
発
行
所
の
順
〕
〈
雑
誌
な
ど
〉
葵
徳
川
美
術
館
だ
よ
り
№
９８
〜
１０１
（
平
２８
）
徳
川
美
術
館
岩
瀬
文
庫
だ
よ
り
№
４９
〜
５３
（
平
２８
・
２９
）
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
お
も
て
１２９
〜
１３２
号（
平
２８
・
２９
）
大
槻
能
楽
堂
観
世
８３
巻
４
号
〜
８４
巻
４
号（
平
２８
・
２９
）
檜
書
店
観
世
九
皐
会
定
例
会
５
月
〜
４
月（
平
２８
・
２９
）
観
世
九
皐
会
喜
多
流
自
主
公
演
能
５
月
〜
４
月（
平
２８
・
２９
）
喜
多
流
職
分
会
喜
多
流
青
年
能
第
４０
回（
平
２８
）
喜
多
流
職
分
会
橘
香
６１
巻
１
〜
１２
号（
平
２８
）
梅
若
研
能
会
汲
古
７０
号（
平
２９
）
汲
古
書
院
京
都
薪
能
第
６７
回（
平
２８
）
京
都
能
楽
会
藝
能
２２
号（
平
２８
）
藝
能
学
会
K
E
N
SY
O
vol.101
〜103
（
平
２８
・
２９
）
セ
ク
タ
ー
エ
イ
テ
ィ
エ
イ
ト
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
№
４３
〜
４６
（
平
２８
・
２９
）
国
文
学
研
究
資
料
館
国
立
能
楽
堂
３９２
〜
４０３
号（
平
２８
・
２９
）
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
vol.10
（
平
２８
）
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
五
島
美
術
館
研
究
紀
要
４
号（
平
２８
）
五
島
美
術
館
金
剛
の
能
第
２
回
〜
第
１
回（
平
２８
・
２９
）
東
京
金
剛
会
金
春
月
報
３７
巻
４
号
〜
３８
巻
３
号（
平
２８
・
２９
）
金
春
月
報
編
集
部
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
ニ
ュ
ー
ズ
２６０
号（
平
２８
）
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
紫
明
３７
・
３８
号（
平
２８
）
紫
明
の
会
地
方
史
情
報
１２９
〜
１３１
（
平
２８
・
２９
）
岩
田
書
院
茶
道
の
研
究
７３３
号（
平
成
２８
）
三
徳
庵
調
査
研
究
報
告
３６
号（
平
２８
）
国
文
学
研
究
資
料
館
銕
仙
６５７
〜
６６８
号（
平
２８
・
２９
）
銕
仙
会
東
海
能
楽
研
究
会
年
報
７
〜
１０
、
１２
〜
１５
、
１７
、
１９
〜
２０
号
（
平
２８
）
東
海
能
楽
研
究
会
東
西
合
同
研
究
発
表
会
４７
回（
平
２８
）
京
都
能
楽
養
成
会
・
大
阪
能
楽
養
成
会
富
山
史
壇
１８０
号（
平
２８
）
越
中
史
壇
会
＊
胡
桃
正
則
氏
名
古
屋
芸
能
文
化
２６
号（
平
２９
）
名
古
屋
芸
能
文
化
会
日
本
研
究
５２
〜
５４
集（
平
２８
・
２９
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
能
６９６
〜
７０７
号（
平
２８
・
２９
）
京
都
観
世
会
能
お
お
し
ま
草
紙
３３
・
３４
号（
平
２８
）
喜
多
流
大
島
能
楽
堂
能
楽
タ
イ
ム
ズ
７７０
〜
７８１
号（
平
２８
・
２９
）
能
楽
書
林
能
楽
連
盟
報
１０１
〜
１０３
号（
平
２８
・
２９
）
新
潟
県
能
楽
連
盟
能
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
６１６
〜
６１９
号（
平
２８
・
２９
）
観
世
会
能
と
狂
言
１４
号（
平
２８
）
能
楽
学
会
橋
が
か
り
４
月
〜
３
月（
平
２８
・
２９
）
横
浜
能
楽
堂
書
陵
部
紀
要
６７
号（
平
２８
）
宮
内
庁
書
陵
部
廣
田
鑑
賞
会
能
２６
・
２７
回（
平
２８
）
廣
田
鑑
賞
会
ふ
み
６
〜
７
号（
平
２８
・
２９
）
国
文
学
研
究
資
料
館
古
典
籍
共
同
研
究
事
業
セ
ン
タ
ー
167 能楽研究所彙報
大
和
座
通
信
１２１
号（
平
２９
）
大
和
座
狂
言
事
務
所
東
京
文
化
財
研
究
所
概
要
２
０
１
６（
平
２８
）
東
京
文
化
財
研
究
所
柳
川
古
文
書
館
史
料
目
録
２６
集（
平
２８
）
柳
川
古
文
書
館
柳
川
古
文
書
館
年
報
平
成
２７
年
度（
平
２８
）
柳
川
古
文
書
館
歴
史
書
通
信
２２５
〜
２３０
号（
平
２８
・
２９
）
歴
史
書
懇
話
会
人
文
學
報
１０９
号（
平
２８
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
＊
重
田
み
ち
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
宣
教
に
伴
う
演
劇
の
言
語
（
平
２８
）
上
智
大
学
＊
豊
島
正
之
学
苑
９０５
号（
平
２８
）
昭
和
女
子
大
学
＊
山
本
晶
子
奈
良
歴
史
研
究
８３
号（
平
成
２７
）
奈
良
歴
史
研
究
会
＊
森
本
育
寛
研
究
成
果
報
告
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
「
中
央
」
と
」「
地
方
」
（
平
２８
）
国
文
学
研
究
資
料
館
公
開
研
究
会
報
告
１
号（
平
２８
）
関
西
学
院
大
学
博
物
館
展
覧
会
『
神
々
の
宿
る
布
―
古
代
ア
ン
デ
ス
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
図
録（
平
２８
）
関
西
学
院
大
学
博
物
館
展
覧
会
『
第
４０
回
キ
リ
ス
ト
教
美
術
展
」
図
録（
平
２８
）
関
西
学
院
大
学
博
物
館
特
別
展
示
『
宇
和
島
伊
達
家
の
能
楽
』（
平
２８
）日
本
芸
術
文
化
振
興
会
企
画
展
『
新
・
古
能
面
展
Ⅶ
』（
平
２９
）
金
沢
能
楽
美
術
館
〈
大
学
紀
要
〉
青
山
語
文
４６
号（
平
２８
）
青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
文
学
史
研
究
５６
号（
平
２８
）
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研
究
会
語
文
１０６
・
１０７
輯（
平
２９
）
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
待
兼
山
論
叢
５０
号（
平
２８
）
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
論
叢
１５
号（
平
２８
）
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
研
究
室
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
１６
号（
平
２８
）
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
研
究
室
百
舌
鳥
国
文
２７
号（
平
２８
）
大
阪
府
立
大
学
日
本
言
語
文
化
学
会
言
語
文
化
学
研
究
日
本
語
日
本
文
学
編
１１
号（
平
２８
）
大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
部
言
語
文
化
学
科
文
藝
論
叢
８６
・
８７
号（
平
２８
）
大
谷
大
學
文
藝
學
會
岡
大
国
文
論
稿
４４
号（
平
２８
）
岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会
国
語
国
文
学
会
誌
６０
号（
平
２９
）
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
国
語
国
文
４１
号（
平
２８
）
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
国
文
学
１００
・
１０１
号（
平
２８
・
２９
）
関
西
大
学
国
文
学
会
A
nnualreport
V
ol.3
（
平
２８
）
京
都
造
形
芸
術
大
学
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
斯
道
文
庫
論
集
５１
輯（
平
２９
）慶
應
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
Journalof
the
Faculty
of
Letters
（JO
L
）
N
o.5
（
平
２８
）
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
学
術
研
究
会
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
１０
号（
平
２８
）
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
168
日
本
文
学
論
究
７６
冊（
平
２９
）
國
學
院
大
學
国
文
学
会
実
践
国
文
学
９０
・
９１
号（
平
２８
・
２９
）
実
践
国
文
学
会
人
文
学
報
５１２
―
１１
号（
平
２８
）
首
都
大
学
東
京
人
文
科
学
研
究
科
国
文
学
科
紀
要
３４
号（
平
２８
）
上
智
大
学
国
文
学
科
国
文
学
論
集
５０
号（
平
２８
）
上
智
大
学
国
文
学
会
日
本
文
学
紀
要
学
苑
９１５
号（
平
２９
）昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
成
蹊
國
文
４９
号（
平
２８
）
成
蹊
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
近
松
研
究
所
紀
要
２７
号（
平
２９
）
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
中
央
大
学
国
文
６０
号（
平
２９
）
中
央
大
学
国
文
学
会
同
志
社
國
文
学
８５
・
８６
号（
平
２８
・
２９
）
同
志
社
大
学
国
文
学
会
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
３５
号（
平
２８
）
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
文
学
論
藻
９１
号（
平
２９
）
東
洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
比
較
文
化
研
究
所
年
報
３２
号（
平
２８
）
徳
島
文
理
大
学
比
較
文
化
研
究
所
年
報
編
集
委
員
会
文
学
論
叢
３３
号（
平
２８
）
徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
編
集
委
員
会
H
E
R
IT
E
X
V
ol.1
（
平
２７
）
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
附
属
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー
二
松
３０
集（
平
２８
）
二
松
學
舍
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
二
松
學
舍
大
学
論
集
５９
号（
平
２８
）
二
松
學
舍
大
学
文
学
部
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
４６
集（
平
２８
）
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
国
文
目
白
５６
号（
平
２９
）
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
演
劇
創
造
V
ol.45
（
平
２８
）
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
Perform
ing
A
rts
Studies
／
舞
台
芸
術
研
究
２１
号（
平
２８
）
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
文
学
部
論
集
１０１
号（
平
２９
）
佛
教
大
学
文
学
部
仏
教
学
部
論
集
１０１
号（
平
２９
）
佛
教
大
学
仏
教
学
部
歴
史
学
部
論
集
７
号（
平
２９
）
佛
教
大
学
歴
史
学
部
文
教
大
学
国
文
４５
号（
平
２８
）
文
教
大
学
国
文
学
会
別
府
大
学
国
語
国
文
学
５６
・
５７
号（
平
成
２６
・
２７
）
別
府
大
学
国
語
国
文
学
会
法
政
大
学
史
資
料
集
３７
集（
平
２８
）
法
政
大
学
法
政
大
学
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
工
学
研
究
所
報
告
３５
・
３６
号
（
平
２８
・
２９
）
法
政
大
学
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
工
学
研
究
所
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
報
７８
・
７９
・
８０
号（
平
２８
・
２９
）
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
国
際
日
本
学
１４
集（
平
２９
）
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
日
本
文
学
誌
要
９４
・
９５
号（
平
２８
・
２９
）
法
政
大
学
国
文
学
会
法
政
史
学
８５
・
８６
・
８７
号（
平
２８
・
２９
）
法
政
大
学
史
学
会
大
学
院
紀
要
７５
・
７６
号（
平
２８
・
２９
）
法
政
大
学
大
学
院
研
究
と
評
論
N
o.82
（
平
２９
）
法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学
校
文
学
部
紀
要
７３
・
７４
号（
平
２８
・
２９
）
法
政
大
学
文
学
部
国
語
国
文
研
究
１４９
号（
平
２８
）
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
日
本
文
学
ノ
ー
ト
５１
号（
平
２８
）
宮
城
学
院
女
子
大
学
日
本
文
学
会
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
N
o.27
（
平
２８
）
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
日
本
文
学
１１６
・
１１７
号（
平
２８
・
２９
）
立
教
大
学
日
本
文
学
会
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ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
V
ol.17
（
平
２９
）
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
國
文
學
論
叢
６２
輯（
平
２９
）
龍
谷
大
學
國
文
學
會
国
文
学
研
究
１７８
・
１７９
・
１８０
号（
平
２８
）
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
演
劇
研
究
４０
号（
平
２９
）
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
enpaku
book
V
ol.113
（
平
２９
）
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
N
ew
s
Letter
N
o.7
（
平
２９
）早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
演
劇
映
像
学
連
携
研
究
拠
点
成
果
報
告
集
﹇
日
仏
演
劇
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
越
境
す
る
翻
訳
・
翻
案
・
異
文
化
交
流
﹈（
平
２９
）
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
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